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外部評価報告書

平成23年3月18日

岡山大学　情報統括センター

センター長　稗田　隆



１．はじめに

平成23年3月14日の、佐賀大学総合情報基盤センターの外部評価委員会へ参加させていただき、貴センターの概要説明を受けるとともに、センターの見学の機会を頂き有難うございます。

　本報告書は、委員会における説明、及び質疑報告・見学を通じて、外部評価委員としての意見を記させていただきます。



２．総合情報基盤センターの活動について

　広報、外部評価など、少ない体制の中で非常に充実した活動を継続的に実施されていることは、センター職員一同の意識の高さを含め、日々の活動が確実に遂行されているものと判断いたします。

前回の雑駁だったとの指摘のあったマシン室環境も、ブレードサーバ等の導入による集約化等の対応により十分な改善が図られていると感じました。また、資料等の散在もなくよく整理されていましたが、マシン室の入退室管理等の面で、入室の履歴の保持等、物理的なセキュリティの強化を図る必要を感じました。



３．ＩＣＴシステムの構築について

　教員の研究テーマ及び成果が、実際のＩＣＴサービスとして実現される、研究と実用化が連携した活動を高く評価します。特に、認証関連のサービスは学内向けサービスとして提供するだけではなく、毎年の統合認証シンポジウムとして広く社会還元されている、優れた活動と評価します。岡山大学においても佐賀大学における研究成果を活用させていただいており、大変感謝しております。



４．情報サービスの向上に向けた取り組みについて

　教育用ＰＣとしてシンクライアントの導入、大学生協提供の複合機による印刷サービスなど、他の大学に先んじた積極的な取り組みが行われていると思います。特に、何処でも利用可能な無線ＬＡＮサービスの早期な導入によるサービス環境の充実、費用対効果も含めたメールサービスのアウトソース化などは、今後の他の大学の参考になる先見的な取り組みとして高く評価いたします。

一方で、利用者である学生、教職員の利用特性の分析、アンケートによる要望、課題の吸い上げなども定常的に行い、さらなるサービス向上に向けたＰＤＣＡサイクルの確立も進める必要があると思います。



５．総合情報基盤センターの今後の活動について

　国立大学法人化後、2期目の中期目標期間に入り、より大学の経営層への貢献、学生に対するＩＣＴサービス、情報リテラシ教育の充実など更なる貢献が情報系センターに求められるものと考えます。現時点で教員による学生教育等の充実した活動を進められていますが、人員的な補強も含め大学運営に対してはより積極的な貢献を進める必要があると考えます。そのための、新たな先進的な研究、開発の推進を期待します。



６．まとめ

　毎年の自己点検、4年ごとの外部委員による評価を定期的に実施されていることに関し、その苦労を含め、確実な目標達成をされていると評価いたします。また、ＩＣＴ基盤の整備、ユニークかつ先進的なＩＣＴサービスの研究、その導入に非常に優れた成果を展開されていると評価いたします。

　上記以外にも図書館システム等を含めた幅広い活動を進められていますが、一方で産学連携に要求される技術の変化、大学経営層への貢献などこれまでとは異なるスキルも要求されることになるかと思います。

　佐賀大学総合情報基盤センターの今後の積極的な活動を期待しています。

[bookmark: _GoBack]
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外部評価報告書 


平成23年3月18日 


岡山大学 情報統括センター 


センター長 稗田 隆 


 


１．はじめに 


平成23年3月14日の、佐賀大学総合情報基盤センターの外部評価委員会へ参加させて


いただき、貴センターの概要説明を受けるとともに、センターの見学の機会を頂き有難う


ございます。 


 本報告書は、委員会における説明、及び質疑報告・見学を通じて、外部評価委員として


の意見を記させていただきます。 


 


２．総合情報基盤センターの活動について 


 広報、外部評価など、少ない体制の中で非常に充実した活動を継続的に実施されている


ことは、センター職員一同の意識の高さを含め、日々の活動が確実に遂行されているもの


と判断いたします。 


前回の雑駁だったとの指摘のあったマシン室環境も、ブレードサーバ等の導入による集


約化等の対応により十分な改善が図られていると感じました。また、資料等の散在もなく


よく整理されていましたが、マシン室の入退室管理等の面で、入室の履歴の保持等、物理


的なセキュリティの強化を図る必要を感じました。 


 


３．ＩＣＴシステムの構築について 


 教員の研究テーマ及び成果が、実際のＩＣＴサービスとして実現される、研究と実用化


が連携した活動を高く評価します。特に、認証関連のサービスは学内向けサービスとして


提供するだけではなく、毎年の統合認証シンポジウムとして広く社会還元されている、優


れた活動と評価します。岡山大学においても佐賀大学における研究成果を活用させていた


だいており、大変感謝しております。 


 


４．情報サービスの向上に向けた取り組みについて 


 教育用ＰＣとしてシンクライアントの導入、大学生協提供の複合機による印刷サービス


など、他の大学に先んじた積極的な取り組みが行われていると思います。特に、何処でも


利用可能な無線ＬＡＮサービスの早期な導入によるサービス環境の充実、費用対効果も含


めたメールサービスのアウトソース化などは、今後の他の大学の参考になる先見的な取り


組みとして高く評価いたします。 


一方で、利用者である学生、教職員の利用特性の分析、アンケートによる要望、課題の



外部評価報告書



平成２３年４月１日

広島市立大学情報処理センター

センター長　前田香織



　はじめに、日々の多忙な業務や研究の中で、外部評価を実施されていることに敬意を表したいと思います。以下に2011年3月14日に開催された佐賀大学総合情報基盤センター（以降、センター）の外部評価委員会に出席し、状況報告、施設見学、質疑応答を通して気づいたことご報告いたします。



１．外部評価の体制

前回の外部評価の指摘事項に対して、外部平成21年度の自己点検・評価報告書において、講じられた対策についてまとめられていた。このように指摘事項、懸念事項を見直し、その対策のための具体的なアクションをとっていることは評価できる。このうち、電子メールのサービスの外注化については評価委員会の際に状況を説明して頂いたが、実際に運用コストの合理化が図れたのかどうか、別の問題が発生していないかについてはもう少し精査すべきだと感じた。



２．情報基盤の整備、総合情報基盤センターシステムの運用

　SINET4のノード設置やJGN2+の終了などネットワーク接続環境が変化する中、大学のネットワーク利用規模を把握し、先の見通しも、もちつつ過大な見積もりをすることなく、合理的な形で外部接続や２地区の接続をされていると思われた。教育用システムも同様に安定稼働を重視したものになっていると思われた。

　平成22年度に行われた２つの地区の機種更新は教育、研究、教務情報、事務情報など広範囲なシステムの更新、統合であり、仕様検討から構築まで大変な作業だったと思われる。特に2つの地区の大学構成員や利用内容の違いから、必ずしも２つの地区を共通的に運用できていない部分が残り、人員も含めてコストがかかっているように見受けられた。２つの地区で情報基盤に求められる要求条件が異なり、完全に同様の運用をすることは難しいが、限られたセンターの人員等運用コストの中で対応するために、システマティックに対応できる部分を少しでも増やしていくことが望まれる。



３．研究成果からシステム運用への発展

佐賀大学で開発された認証システムOpengateは関連分野の研究者の中でもその存在を知られるものであり、研究開発された成果を大学の運用システムに発展できていることは高く評価できる。センターの教員も研究的なアウトプットとして求められるがそれに応え、さらに開発成果をセンターのアイデンティティをもつことができている素晴らしいことだと思う。

ただし、既に何年もの運用経験もあり、安定稼働しているとのことだが、研究開発に関してはセンターの現スタッフに依存している部分が大きいので、今後の開発サポートをどのようにしていくは課題である。



４．社会貢献、地域貢献

学外活動や地域社会との連携では自治体等の関連委員会の委員就任というような形での貢献が多いとのことだった。今後も同様に委員就任や技術的な支援などの要望が続くと思われるが、昨今、大学にも社会貢献や地域貢献を求められることが多く、センターの活動として高く評価されるべき項目だと思われる。



５．広報

センターの広報誌「広報」の他、自己点検・評価報告書、外部評価報告書などセンターの活動を報告、広報する出版物やオンラインでの発行の充実度に驚かされた。この他にも、「利用者端末の紹介」のパンフレットや「創立20周年記念誌」の発行されている。このように充実した広報活動ができていることは同等の情報処理関連のセンター組織でも珍しいと思われるので高く評価したい。



総合的に、限られた人員やコストの中で、しかも、日々センターに対する要望が多様化する中で、センター長の指揮のもとセンターはよく運営されていると思いました。センターのスタッフの努力のあらわれと思います。個々のスタッフに個性に依ることなく、今後も安定的組織運営と先導的な教育・研究活動が続くことを期待しています。

